
人口と世帯（平成 20年 9月 1日現在）　1,736 世帯　（-1）　男 2,644 人（-1）　女 2,810 人（±0）　計 5,454 人（-1）
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広
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 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
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  エ
 コ
 ペ
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休日の病院（緊急時）9月 　10 月

納期は　9月 30 日（月）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報

20日（土）　国立沼田病院

21 日（日）　沼田脳神経外科

  ゆうか 

命名

将来どんな人になってほしいですか
夢に向かって頑張れる子になって
ほしいです。

（父）川合　憲  （母）美孔　さん（鎌田）のお子さん

優海ちゃん 平成 19年 9 月 25 日生まれ

午
前　

8
時
30
分
〜

　

             

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

海のように大きな心を持った優し
い子になるようにと願いを込めて
命名しました。

ゆずき

柚月 ちゃん 平成 19年 9 月 11 日生まれ
（父）星野　伸樹  （母）弘枝　さん（御座入）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか
自分の意志をしっかり持ち、人に
やさしい大人になってほしいです。

004 日（土）　内田病院

11 日（土）　沼田脳神経外科

12 日（日）　利根中央病院

005 日（日）　国立沼田病院

命名
響きがいいと思ったのと「柚 ( ゆ
ず )」という漢字を使いたかった
ので、この名前にしました。

23日（火）　月夜野病院

９
／
中
〜　
　

尾
瀬
草
紅
葉

９
／
18　
　
　

片
中
体
育
祭

９
／
27  　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
「
民
謡
を
訪
ね
て
」

10
／
１
〜
19　

か
か
し
祭
り

　

花
の
駅
・
片
品
「
花
咲
の
湯
」
か
か

　

し
大
募
集(

９
／
25
ま
で)

　

グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　

商
品
券
５
万
円
分
＋
副
賞

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　

商
品
券
３
万
円
分
＋
副
賞

　
　
　
　
　
　

他
商
品
盛
り
だ
く
さ
ん

10
／
１　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
実

　

施
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

3
人

笠
原　

智
子　

38
歳　

越　

本

入
澤　

秀
正　

92
歳　

越　

本

狩
野　

明
正　

56
歳　

東
小
川

お  

く  

や  

み

お  
め  

で  

た

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

２
人

入
澤　

高
也　

女　

緩
凪　

越　

本

星
野　

英
二　

男　

琉
生　

須
賀
川

か
ん
な

る　

い

★
婚
姻
さ
れ
た
方 

１
組

○
星
野　

城
二　

越　

本

　

鈴
木　

温
子　

長
野
県

記
念
し
て
、
夏
休
み
中
同
社
が
開
催

し
た
木
工
教
室
の
参
加
金
と
売
上
金

を
片
品
村
の
自
然
環
境
保
護
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
寄
付
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
沼
田
市
に
あ
り
ま
す
が

市
へ
の
寄
付
は
も
ち
ろ
ん
、
新
潟
災

害
の
義
援
金
に
も
こ
の
木
工
教
室
の

売
上
金
を
寄
付
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
上
げ
、

ご
主
旨
に
沿
う
よ
う
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

善　
　
　
　

意

寄
付　

金
１
５
２
，
２
０
０
円千明村長と松井社長

27 日（土）　利根中央病院

28 日（日）　月夜野病院 13 日（月）　利根中央病院

国 民 健 康 保  険 税　第 6期
固    定    資    産    税    第 3 期
上    下    水    道    料    第 3 期

今月の
納期は

窓　

口　

か　

ら

平
成
20
年
7
月 

20 

日 

〜
平
成
20
年
8
月
19
日

　

司
建
設
株
式
会
社
様
（
代
表
取
締

役　

松
井
照
夫
さ
ん
）
か
ら
尾
瀬
が

単
独
の
国
立
公
園
に
な
っ
た
こ
と
を

寄
付
『
ロ
ゴ
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
』

　

片
品
村
花
咲
出
身
で
川
崎
市
在
住

の
星
野
徳
夫
さ
ん
か
ら
教
育
振
興
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
ご
寄
付
の
話
が

あ
り
、
千
明
村
長
の
発
案
に
よ
り
村

内
の
全
小
中
学
生
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ロ
ゴ
入
り
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
村
民
運
動
会
も
第
50
回
を

迎
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
記
念
大
会

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
中
の
小
中
学
生
の
演
技
で

は
、
ご
寄
付
頂
い
た
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
で
元
気
い
っ
ぱ
い
校
庭
で
演
技
し

ま
す
の
で
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

星野徳夫さん

ロ
ゴ
入
り
シ
ャ
ツ



02

ニュース

広 報 か た し な        H20 . 09

ニュース

03 広 報 か た し な        H20 .09

片
品
の
景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト　

尾
瀬
の
郷
・
片
品
の
伝
統
文
化
の
映
像
記
録
を
作
成
し
ま
す

学
力
向
上
を
願
い
尾
瀬
学
校
記
念
品
を
進
呈

　

尾
瀬
国
立
公
園
の
誕
生
を
記
念
し
８

月
23
日
（
土
）
片
品
小
学
校
校
庭
で
関

係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ラ
ジ
オ

体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

す
が
す
が
し
い
朝
、
村
内
外
か
ら
１

2
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ラ
ジ
オ
体
操
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

様
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
全
国

に
生
放
送
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
海
外

へ
も
放
送
さ
れ
、
片
品
村
の
元
気
を
世

界
へ
発
信
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

今
年
度
、
群
馬
県
で
始
め
た
「
尾
瀬

学
校
」
に
参
加
す
る
児
童
生
徒
約
8

３
０
０
名
へ
、
片
品
村
の
宝
で
あ
る
尾

瀬
で
の
貴
重
な
自
然
体
験
を
通
じ
自
然

の
大
切
さ
を
学
び
、
身
近
な
自
然
を
見

つ
め
直
し
、
地
球
環
境
へ
の
関
心
を
高

め
、
心
身
と
も
に
健
康
で
学
校
生
活
が

送
れ
る
事
を
願
い
、
片
品
村
か
ら
記
念

品
（
御
守
り
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。

　

記
念
品
は
、
片
品
村
の
誘
致
工
場
で

あ
る
（
株
）
ア
イ
リ
ス
さ
ん
か
ら
片
品

村
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

進
呈
式
は
８
月
７
日
（
木
）
尾
瀬
高

原
ホ
テ
ル
前
で
行
わ
れ
桐
生
市
の
樹
徳

中
学
校
の
生
徒
さ
ん
１
３
３
人
へ
（
株
）

ア
イ
リ
ス
代
表
の
笠
原
さ
ん
と
村
長
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
尾
瀬
学
校
に
同
行
す
る
ガ

イ
ド
さ
ん
か
ら
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

記念品レプリカと樹徳中学校代表生徒と
笠原課長補佐（左）と千明村長（右）

「
蕨
市
機
ま
つ
り
」・「
川
口
市
た
た
ら
祭
り
」

で
片
品
村
を
Ｐ
Ｒ　

　

８
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
埼
玉

県
蕨
市
と
川
口
市
で
そ
れ
ぞ
れ
「
機
ま

つ
り
」、「
た
た
ら
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、

片
品
村
も
両
会
場
に
参
加
し
、
高
原
野

菜
の
販
売
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
通
じ
て
、
片
品
村
を
広
く
宣
伝
し

て
き
ま
し
た
。

特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ト
マ
ト
な
ど
の

野
菜
は
大
変
好
評
で
、
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
方
な
ど
に
よ
り
開
店
前
か
ら

長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

蕨
市
機
祭
り
の
様
子

尾
瀬
の
乗
合
バ
ス　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
使
用
へ

　

　

片
品
村
で
は
、
文
化
庁
の
委
嘱
を

受
け
、
平
成
20
年
度
ふ
る
さ
と
文
化

再
興
事
業
「
地
域
伝
統
文
化
伝
承
事

業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
の
趣
旨
は
地
域
に
お
い

て
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
祭
礼
行

事
、
民
俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
等
の
個

性
豊
か
な
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展

を
図
り
、
一
体
的
・
総
合
的
な
保
存
・

活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
伝
統
文
化

の
保
存
・
活
用
の
た
め
の
事
業
を
伝

統
文
化
保
存
団
体
等
に
委
嘱
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

村
で
は
、　

①
猿
追
い
祭
に
必
要
な
用
具
（
猿
の

衣
裳
及
び
羽
織
・
袴
等
）
の
整
備
。

②
片
品
村
の
年
中
行
事
・
祭
り
・
産

業
・
食
・
民
謡
・
民
話
な
ど
で
、
特

に
重
要
と
思
わ
れ
る
伝
統
文
化
の
映

像
記
録
作
成
。

の
２
つ
の
事
業
を
行
う
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た

め
、
片
品
民
俗
研
究
会
と
い
う
伝
統

文
化
保
存
団
体
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

片
品
民
俗
研
究
会
は
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
正
副
委
員
長
・
区
長
・

教
育
委
員
長
・
社
会
教
育
委
員
会
長
・

文
化
協
会
長
・
婦
人
会
長
・
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
・
猿
追
い
祭
保
存
会

総
代
・
文
化
財
調
査
委
員
・
副
村
長
・

役
場
関
係
課
長
・
観
光
協
会
事
務
局

長
で
組
織
さ
れ
、
会
長
に
は
文
化
財

調
査
委
員
の
宮
田
勝
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
に
会
議
を
開
催
し
、
事

業
の
内
容
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

映
像
記
録
保
存
の
必
要
な
伝
統
文
化

の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
映
像
記
録
保
存
が
必
要
と

思
わ
れ
る
伝
統
文
化
と
し
て
候
補
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
、

ど
ん
ど
ん
焼
き（
各
地
）、十
日
夜（
各

地
）、猿
追
い
祭
（
花
咲
）、に
ぎ
り
っ

く
ら
（
越
本
）、十
二
祭
り
（
針
山
）、

炭
焼
き
・
わ
ら
細
工
・
小
正
月
飾
り
・

粉
食
文
化
・
大
白
大
豆
・
念
仏
・
民

謡
・
民
話
（
各
地
）
等
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
等
を
映
像
記
録

と
し
て
保
存
・
活
用
す
る
と
と
も
に
、

撮
影
し
た
映
像
を
編
集
し
一
時
間
程

度
の
作
品
に
し
て
、
村
内
全
世
帯
に

配
布
を
す
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
で
、
映
像
記
録
保

存
が
必
要
と
思
わ
れ
る
伝
統
文
化
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
研
究
会
で
検
討
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
教
育
委

員
会
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
伝
統
技
能
を
持
っ
て
い
る

方
、
民
謡
の
歌
え
る
方
、
民
話
を
語

れ
る
方
、
あ
る
い
は
伝
統
文
化
の
写

真
や
映
像
を
お
持
ち
の
方
の
情
報
な

ど
も
合
わ
せ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

す
で
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
年
中
行

事
や
祭
り
等
で
も
写
真
や
ア
マ
チ
ュ

ア
の
方
が
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

等
が
あ
れ
ば
編
集
で
き
ま
す
。

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
９
月
末
日
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

（
猿
追
い
祭
の
様
子
）

　

第
４
回
片
品
村
「
今
残
し
た
い
片
品

の
景
観
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
村
内
外
か
ら
１
８
０

作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
８
月
29
日
（
金
）
10
時

か
ら
役
場
農
林
研
修
室
に
お
い
て　

日

本
写
真
協
会
会
員
「
新
井
幸
人
」
氏
と

片
品
村
文
化
協
会
写
真
部
の
宮
田
新
次

部
長
・
梅
澤
照
二
理
事
を
お
招
き
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
下
記
表
の
と
お
り
で
す
。

　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
写
真
展
を
10
月
27
日
・
28
日
に

新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

　

８
月
24
日
（
日
）、
戸
倉
の
尾
瀬
第

一
駐
車
場
に
お
い
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
） 

使
用
に
よ
る
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
運
転
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら

油
な
ど
を
原
料
と
し
、
二
酸
化
炭
素
が

軽
減
さ
れ
る
な
ど
環
境
に
優
し
い
軽
油

の
代
替
燃
料
で
す
。

　

既
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
実
用
運
転
を
開
始
し

て
い
た
尾
瀬
観
光
タ
ク
シ
ー
に
加
え
関

越
交
通
、
片
品
観
光
タ
ク
シ
ー
、
老
神

観
光
タ
ク
シ
ー
の
３
社
も
戸
倉
か
ら
鳩

待
峠
ま
で
の
間
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ

る
試
験
運
行
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。　

　

み
な
さ
ん
も
、
是
非
、
廃
油
の
回
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

テープカットの萩原一志議員（左）と
萩原副村長（右）

朝の輝き 狩野 正春 鴻巣市 尾瀬賞

画　　　題 氏　　名 住　所 賞

小林 恒男ぼたん雪の中で 沼田市 片品村長賞

田植え体験 星野 武治 花　咲 片品村副村長賞

天王桜満開 花茂 善右 沼田市 片品村議会議長賞

秋の民家 宮田 新次 東小川 片品村農協長賞

武尊中ノ岳初秋 星野 錦作 花咲 片品村商工会長賞

秋の色 相馬 昭雄 上野村 片品村森林組合長賞

川西 栄一 高崎市丸沼遠望 片品村観光協会長賞

むらづくり観光課長賞白い妖精 峰川 文一 沼田市

凛として 酒井 弘二 前橋市 片品村景観審議会会長賞

他　

特
選
10
作
品　

入
選
20
作
品

審
査
結
果
表

に
て
村
の
特
産
品
販
売
と
併
せ
て
行
う

予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

村長賞作品　「ぼたん雪の中で」小林恒男さん

文化協会写真部の宮田部長（左）と梅澤副理事 尾瀬の郷親善大使でもある審査員の新井さん

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

準
備
体
操
で
は
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
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第
12
回
片
品
村
子
ど
も
会　

球
技
大
会
開
催

　

８
月
４
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
片
中
校
庭

を
会
場
に
、
第
17
回
区
対
抗
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
昨
年
度
優
勝
の
第
８
区
と
第
３
区

と
の
決
勝
戦
と
な
り
、
両
区
と
も
好
プ
レ
ー

が
出
て
緊
張
感
の
あ
る
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し

ま
し
た
が
序
盤
か
ら
得
点
を
重
ね
た
第
８
区

が
見
事
大
会
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

尚
、
優
勝
し
た
第
８
区
は
、
９
月
20
日
か

ら
月
夜
野
総
合
野
球
場
で
開
催
さ
れ
る
町
内

対
抗
野
球
利
・
沼
予
選
会
に
片
品
村
代
表
と

し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。

　

役
員
、
審
判
員
並
び
に
選
手
の
皆
さ
ん
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝　

 　

第
８
区　

第
３
位 　

第
５
区

　

準
優
勝 　

第
３
区　
　

〃　

 　

第
６
区

　

平
成
20
年
8
月
3
日
（
日
）
片
品
中

学
校
校
庭
・
体
育
館
で
第
12
回
片
品
村

子
ど
も
会
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
も
、
尾
瀬
片
品
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
様
か
ら
青
少
年
健
全
育
成
の
一
助

に
と
、
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

競
技
は
男
子
が
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
７
チ
ー
ム
、
女
子
が
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
9
チ
ー
ム
が
参
加
し　

猛
暑
の

中
で
し
た
が
、
元
気
で
仲
良
い
片
品
っ

子
た
ち
が
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
熱

戦
に
つ
ぐ
熱
戦
を
展
開
し
た
大
会
で
し

た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

第
３
区
子
ど
も
会

　

準
優
勝　

第
１
区
子
ど
も
会

　

第
３
位　

第
２
区
子
ど
も
会

　

第
３
位　

第
５
区
子
ど
も
会

女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

第
５
区
Ｂ
子
ど
も
会

　

準
優
勝　

第
６
区
子
ど
も
会

　

第
３
位　

第
３
区
Ａ
子
ど
も
会

　

第
３
位　

第
３
区
Ｂ
子
ど
も
会

二
部
大
会

　

優　

勝　

第
４
区
子
ど
も
会

　

準
優
勝　

第
５
区
Ａ
子
ど
も
会

以
上
の
結
果
で
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
第
３
区
子
ど
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
優
勝
第
５
区
Ｂ
子
ど
も
会

平成 19年度尾瀬国立公園記念事業報告
　平成 19 年８月 30 日、全国で 29 番目の国立公園として、尾瀬国立公園が誕生しました。これを記念し企画募集した
ところ、９つの事業計画書の提出があり、実行委員会で事業実施の可能性、国立公園事業としてふさわしい取組か、等
を協議した結果、７つの事業を認定いたしました。
　その中から平成 19 年度に実施した事業の報告を致します。　　　　　　　　　　　　　　　　（むらづくり観光課）

優勝した 8区のみなさん

第 

８ 

区 

２ 

連 

覇

事業名 実施主体 歳入 歳出 実行委員会か
らの補助金 備考

尾瀬ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 片品農協
実施主体負担 0

新宿、築地市場、
浅草でＰＲ活動。

特別広告（みの
りくらぶ）

記念事業実
行委員会 2,000,000

(寄附金) 2,000,000 0

上毛新聞へ31万部
折込。1万部村へ
納品。

尾瀬の森映画祭 尾瀬の森映
画祭実行委
員会

2,905,162
主な内訳、ﾁｹｯﾄ収入1,081,000

県補助金 600,000
他

2,905,162
主な内訳、上映費 747,075

野外ｲﾍﾞﾝﾄ513,596
他

600,000

映画の上映、縁
日。寅さん大会

尾瀬の郷
ｵｿ ﾝ゙ｼｱﾀｰ

尾瀬の郷ｵｿﾞ
ﾝｼｱﾀｰ実行委
員会

2,075,838
主な内訳、ﾁｹｯﾄ収入555,000

繰越金 1,019,913
他

1,735,414
主な内訳、講師費 635,000
ﾁﾗｼ・ﾎﾟｽﾀｰ印刷523,480

他

500,000

尾瀬ブランド 尾瀬ﾌﾞﾗﾝ ﾄﾞ
委員会 300,213

主な内訳、村補助金300,000
預金利子 213

291,159
主な内訳、ｼｰﾙ印刷 92,400

のぼり旗66,150
他

300,000

尾瀬ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ認定制
度の確立。残金
9,054 円は片品村
一般会計へ入金。

第
17
回
区
対
抗
野
球
大
会

演劇ｽｸｰﾙの開校と公
演。残金 340,424 円
は片品村一般会計へ
入金。

３
月 
国 
民 

年 

金 

広 

報

�
�
�
�

片�

品�

村�

��

方�

言�

�

わが 家 の 自 慢 料 理
たっぷり夏野菜（ズッキーニ） 作成者　　須賀川　草地　ゆりゑさん

材料

○１人分の栄養価     ｴﾈﾙｷﾞ ：ー93Kcal　　蛋白質：3.6ｇ　　脂 質：5.2ｇ　　ｶﾙｼｳﾑ：58ｍｇ　　塩 分：2.0

作り方

◇ズッキーニの効能

～夏野菜を使った料理～

・形はきゅうりに似ていますが、ズッキーニはかぼちゃの仲間で、カロチンとビタミンが豊富です。
・亜鉛が含まれているので貧血予防にも効果があります。

黄ズッキーニ (12 ㎝ )…１本

緑ズッキーニ (12 ㎝ )…１本

大根おろし…1.5ｶｯﾌﾟ～２ｶｯﾌﾟ

（あれば辛み大根がよい）

青じそ…………15 枚くらい

長ネギ…………２～３本

カツオパック…１袋

揚げ油…………適宜

・生でも食べられる野菜でザクザクッとした食感なので揚げすぎると歯ごたえがなくなります。
・ズッキーニの代わりに茄子にしてもおいしいです。
・上にのせるトッピングとしてきゅうりの薄切りと水にさらした薄切り玉葱でもおいしいです。
・調味料も豆板醤やマスタードなどを加えるとピリ辛になり、食欲をそそります。

◇ワンポイント

（25㎝型 12 人分）

①ズッキーニを 1.5 ㎝厚さの輪切りにする。

②熱した揚げ油にズッキーニを５、６枚ずつ入れて、切り口面に気泡ができ、ほんの

り薄茶色になったら、取り出しペーパータオルの上に広げて冷ます。

③青じそ、長ネギを細かく刻み、別々にしておく。

④大根をおろしを作っておく。

⑤酢としょうゆを合わせておく。

⑥皿に青じそを３～５枚並べ、彩りを考え

ながら、黄色、緑のズッキーニ、大根おろし、

せん切りにした青じそ、長ネギ、かつお節の順

に重ねる。

⑦調味料を全体にかける。

しょうゆ……大さじ３

酢……………大さじ 11/2｛

�
�
�
� 

�
�
�
�

　

そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
事
で
も
、「
サ
ア
サ
ア
」
と
急
ぎ
、
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
人
、
何
事
で
も
す
ぐ
に
、
す
ぐ
に
と
急
き
た
つ
。

　

朝
も
早
け
れ
ば
、食
う
の
も
早
い
、夕
飯
も
早
け
れ
ば
、寝
る
の
も
早
い
。
と
に
か
く
早
く
、

す
ぐ
や
る
。
こ
う
い
う
人
の
こ
と
を
「
せ
っ
か
ち
」
と
い
い
ま
す
。

　

確
か
に
、「
先
手
必
勝
と
か
、
先
ん
ず
れ
ば
事
を
制
す
、
善
は
急
げ
、」
な
ど
「
物
事
は

早
く
す
べ
し
」
と
説
い
た
格
言
は
多
く
有
り
ま
す
。

　
「
せ
っ
か
ち
」 

の
語
源
は
、「
急
く （
せ
く
）、
勝
ち （
か
ち
） 

」 

で
し
ょ
う
。 

短
略
で  「
急
勝
」

で
す
。
そ
こ
か
ら
「
せ
っ
か
ち
」
に
転
訛
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
や
っ
ぱ
り 「
早
い
も
の
勝
ち
」 

と
、
い
う
こ
と
な
り
ま
す
か
ど
う

か
？

逆
に
、「
急
い
て
は
事
を
し
そ
ん
じ
る
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

片
品
こ
と
ば
で
も
「
そ
ん
な
に
、
せ
っ
つ
く
こ
た
あ
ね
ー
」（
そ
ん
な
に
、
大
急
ぎ
す
る

こ
と
は
な
い
。）
と
言
い
ま
す
。

　
「
せ
っ
か
ち
」
も
程
々
が
い
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
「
村
民
運
動
会
で
綱
引
き
、
一
区
対
三
区
、
ど
っ
ち
が
強
い
か
ね
」　
「
う
ー
ん
『
ど
っ
こ

い
ど
っ
こ
い
』
じ
ゃ
ね
ー
ん
か
な
」

　
「
ど
っ
こ
い
ど
っ
こ
い
」
と
は
「
五
分
と
五
分
」「
優
劣
つ
け
が
た
い
様
」
の
こ
と
で
す
。

片
品
で
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
「
ど
っ
こ
い
ど
っ
こ
い
」
で
す
。

　
「
ど
っ
こ
い
」
は
、「
ど
っ
こ
い
、
そ
う
は
問
屋
が
・
・
」
と
か
「
お
っ
と
、
ど
っ
こ
い
」

な
ど
、一
般
語
と
し
て
「
力
が
均
衡
し
て
い
る
様
」
を
表
す
の
に
、広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
っ
こ
い
ど
っ
こ
い
」
は
こ
の
二
乗
？
で
す
か
ら
正
に
、
五
分
と
五
分
の
わ
け
で
す
ね
。

　

語
源
は
、
民
謡
な
ど
の
囃
子
詞
と
同
様
、
特
に
意
味
を
持
た
な
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

毎
年
盛
り
上
が
る
村
民
運
動
会
の
季
節
で
す
。
今
年
も
綱
引
き
な
ど
「
ど
っ
こ
い
ど
っ

こ
い
」
の
場
面
、
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　

大
竹　

将
彦

せ

せ

こ
と
ば
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片
品
を
愛
す
る
豊
か
な
心
を
育
て
る
尾
瀬
学
習

片
品
北
小
学
校
教
頭　

宇
敷
一
郎

　

本
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
お
い
て
「
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
尾
瀬

に
親
し
み
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
育

み
、
郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
を
醸
成

す
る
。」
を
主
な
目
的
と
し
て
尾
瀬
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
尾
瀬
学
習

に
お
い
て
、
自
分
な
り
の
課
題
を
持
っ

て
尾
瀬
に
行
く
た
め
、
事
前
学
習
を
十

分
に
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
、①
地
元

ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
尾
瀬
概
要
説
明
②

尾
瀬
高
校
尾
瀬
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
学

習
③
尾
瀬
高
校
生
に
よ
る
現
地
調
査
指

導
の
三
回
、
外
部
の
協
力
を
得
て
実
施

し
ま
し
た
。
現
地
学
習
は
ガ
イ
ド
さ
ん
、

尾
瀬
高
校
生
、
保
護
者
の
方
々
、
教
育

委
員
会
、
尾
瀬
林
業
の
協
力
で
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
尾
瀬

高
校
生
に
よ
る
発
表
指
導
を
経
て
、
尾

瀬
学
習
発
表
会
を
九
月
十
七
日
に
行
い

ま
す
。
片
品
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
児

童
を
育
て
る
た
め
に
も
、
様
々
な
方
の

協
力
を
得
な
が
ら
尾
瀬
学
習
を
今
後
も

続
け
て
い
き
ま
す
。

飯
ご
う
で
ご
飯
炊
き　

か
た
し
な
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

　

８
月
21
日 

〜
22
日
、  

武
尊
牧
場
キ
ャ

ン
プ 

場
に
お
い
て
か
た
し
な
子
ど
も  

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
学
校

３
・
４
年
生
を
中
心
に
約
25
名
が
参
加

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
尾
瀬
高
生

が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
武
尊
山
ハ
イ
キ

ン
グ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
自
然

の
も
の
を
使
っ
た
飾
り
な
ど
）
づ
く
り
、

飯
ご
う
炊
さ
ん
、
ミ
ニ
花
火
大
会
な
ど

の
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

武
尊
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
尾
瀬
高

生
が
ガ
イ
ド
を
し
て
く
れ
て
、
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
の
池
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
を
観
察
し
た

り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
材
料
を

探
し
な
が
ら
ブ
ナ
の
林
を
歩
い
た
り
し

ま
し
た
。

　

ま
た
夕
食
で
は
、
班
ご
と
に
協
力
し

て
飯
ご
う
で
ご
飯
を
炊
き
、
肉
と
持
ち

寄
っ
た
野
菜
な
ど
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

し
ま
し
た
。
火
が
思
う
よ
う
に
燃
え
ず

苦
労
し
て
い
る
班
も
あ
り
ま
し
た
が
。

ご
飯
も
う
ま
く
炊
け
、
野
菜
た
っ
ぷ
り

の
み
そ
汁
も
格
別
の
味
で
し
た
。

今
年
は
朝
食
も
ご
飯
炊
き
を
し
ま
し
た
。

夕
食
の
と
き
よ
り
も
手
際
よ
く
で
き
、

お
い
し
い
焼
き
お
に
ぎ
り
が
で
き
ま
し

た
。

　

予
定
し
て
い
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
が
悪
天
候
の
た
め
に
行
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
学
校
や
年
齢
の
ち
が
い
を

越
え
て
自
然
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
の
成
長
に
、
少
し
で

も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
小
学
生
と
保
護
者
の
皆
様
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
尾
瀬
高
生
、
ま

た
協
力
し
て
下
さ
っ
た
キ
ャ
ン
プ
場
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
片
品
村
教
育
委
員
会
）

　

上
尾
市
の
中
学
生
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
年
八
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

渡
辺　

和
昭

御
輿
去
り
闇
に
わ
か
な
り
邑
の
辻

木
道
染
め
花
降
り
そ
そ
ぐ
橡
大
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

鹿
の
子
の
眼
差
憂
ふ
木
下
闇

喜
多
院
の
奥
庭
涼
し
護
摩
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

桑
の
実
や
製
絲
の
街
の
ま
ゆ
人
形

老
二
人
夏
ば
て
予
防
と
う
な
ぎ
食
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

手
で
掬
う
筧
の
水
や
額
の
花

梅
三
日
干
し
て
仕
上
げ
り
老
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

向
日
葵
や
心
の
弱
音
覗
か
れ
り

客
迎
へ
家
族
総
出
の
庭
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

朝
霧
の
し
ず
く
の
畑
や
な
す
の
花

麦
笛
を
鳴
ら
し
下
校
の
子
等
去
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

不
器
用
に
生
き
て
八
十
路
の
蝉
時
雨

風
鈴
の
一
人
じ
め
な
る
夕
端
居

　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

睡
蓮
の
は
ざ
ま
に
あ
そ
ぶ
軽
鳧
親
子

も
ろ
こ
し
を
狢
に
荒
さ
れ
婆
な
げ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ　

朝
露
に
濡
れ
し
日
ま
わ
り
日
の
出
ま
え

風
鈴
を
子
守
唄
と
し
孫
ね
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

三
代
目
は
サ
�
カ
�
少
年
秋
暑
し

参
道
の
箒
目
正
し
水
引
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　

築
地　

千
明
お
さ
む

葱
の
畝
律
儀
に
深
か
く
土
寄
せ
り

麦
秋
は
は
る
か
な
記
憶
レ
タ
ス
植
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

青
田
に
て
園
児
や
先
生
声
た
か
し

川
の
音
ひ
と
り
静
に
ビ
�
ル
呑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

涼
風
が
わ
た
す
げ
の
花
遊
ば
せ
る

尾
瀬
晴
れ
て
出
湯
に
ひ
た
る
登
山
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子

夏
ゼ
ミ
に
せ
か
さ
れ
は
げ
む
畠
仕
事

モ
ロ
コ
シ
を
焼
い
て
笑
顔
で
客
む
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

た
�
ぷ
り
と
出
穂
水
張
�
て
迎
え
盆

浴
衣
着
て
田
越
し
に
風
の
柔
ら
か
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

星
野　

百
姓

ひ
ま
わ
り
や
母
が
遺
せ
し
野
良
帽
子

孫
が
来
て
一
時
過
す
梅
落
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

新
芽

盆
近
し
流
れ
る
よ
う
に
時
が
過
ぎ

ふ
と
間
は
れ
ふ
と
忘
れ
た
り
老
の
夏

教育委員会　10 月の諸行事

☆生涯学習・社会体育関係
・三人委員会哲学塾
・第 53 回村民ゴルフ大会
・第 47 回家庭婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
・第９回片品射撃クラブ大会

☆学校関係
・就学時健康診断
・郡市小学校陸上記録会

◇片小 
・1 ～ 4年生バス旅行
・６年生尾瀬学習②
・人権福祉講演会・クリーン大作戦②
・校内マラソン大会・避難訓練（火災）
   友遊クラブ
・学校保健委員会②
※校内マラソン大会が 23 日に変更になりました。
　子どもたちへの声援をお願い致します。

◇北小 
・1～ 3年生バス旅行
・4～ 5年生バス旅行
・校内マラソン大会
※マラソン大会では子どもたちが一生懸命走りま
　すので応援をお願い致します。

◇南小
・PTA 役員会議④
・校内マラソン大会
・PTA 奉仕作業 
・にこにこ集会
※マラソン大会に向けて、練習をがんばります！

◇武尊根小 
・グラウンドゴルフ交流会②
・武尊根子ども教室
・武尊根記録会⑤
・校内マラソン記録会
※第２回のグラウンドゴルフ交流会があります。
　多数の方のご参加をお待ちしております。

◇片中
・PTA あいさつ運動 
・環境奉仕日⑦
・郡中体連新人大会
　　バレーボール、サッカー 
・環境講座Ⅰ
・郡市中体連駅伝大会
・2年生職業体験
・1年職場見学
・1年自然観察会①
※職業体験、職場見学では地域の事業所等に大変
　お世話になります。よろしくお願い致します。

※予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

４日（土）～６日（月）
中旬
中旬
下旬

3日 ( 金 )
15 日 ( 水 )

2 日 ( 木 )
9 日 ( 木 )
17 日 ( 金 )
23 日 ( 木 )

31 日 ( 金 )

1 日 ( 水 )
8 日 ( 水 )
21 日 ( 火 )

2 日 ( 木 )
23 日 ( 木 )
29 日 ( 水 )
31 日 ( 金 )

2 日 ( 木 )
9 日 ( 木 )
22 日 ( 水 )
30 日 ( 木 )

1 日 ( 水 )・15 日 ( 水 )
 2 日 ( 木 )

4 日 ( 土 )
 10 日 ( 金 )
15 日 ( 水 )

 20 日 ( 月 ) ～ 24 日 ( 金 )
23 日 ( 木 )
 24 日 ( 金 )

図 書 室 カレンダー   10 月

読んでみませんか ?

モーリス・ドリュオン　作　　安藤次男　訳

『みどりのゆび』　岩波少年文庫

　ミルポワル町に暮らすチト少年は、不思議な
  ［みどりのゆび］を持っています。彼のみどりの
ゆびは、刑務所に、貧民街に、戦場に、色とりど
りの平和の花を咲かせるのでした。詩のように美
しい、仏生まれの児童文学です。

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。

りだ よ図 書 室

　

８
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
の
７
日
間
、

埼
玉
県
上
尾
市
上
平
中
学
校
の
２
年
生

２
０
７
人
が
村
内
の
民
宿
に
泊
ま
っ
て
、

農
業
体
験
や
自
然
体
験
の
学
習
を
行
い
、

25
日
に
は
片
品
中
学
校
体
育
館
で
片
品

中
２
年
生
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

交
流
会
は
両
校
の
校
長
先
生
の
ご
挨

拶
と
生
徒
代
表
の
挨
拶
の
あ
と
、
パ
ソ

コ
ン
と
映
像
機
器
を
使
っ
て
両
校
生
徒

に
よ
る
学
校
及
び
地
域
の
紹
介
や
学
習

活
動
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
発

表
は
都
会
に
あ
る
上
平
中
学
校
と
自
然

に
囲
ま
れ
た
片
品
中
学
校
の
特
色
や
、

ま
た
両
校
の
学
習
活
動
が
、
映
像
と
生

徒
た
ち
の
素
直
な
言
葉
に
よ
っ
て
深
く

伝
わ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

片
品
中
学
校
2
年
生
が
、  「
校
歌
」  

と

「 

か
た
し
な 

」  

を
す
が
す
が
し
さ
を
感

じ
さ
せ
る
歌
声
で
合
唱
し
た
あ
と
、
上

平
中
学
校
か
ら
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
ダ
ン

ス
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
は

全
員
で
「
夏
の
思
い
出
」
を
合
唱
し
て

交
流
会
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
度
上
尾
市
が
国

の
「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
」 

の

指
定
を
受
け
、
防
災
協
定
を
結
ん
で
い

る
片
品
村
で
豊
か
な
体
験
活
動
を
学
習

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
・
学
校
生

徒
を
含
め
て
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
片
品
村
教
育
委
員
会
）

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
池
に
て夏の思い出の合唱

尾瀬ヶ原にて

月 火 水 木 金 土日
        1　2　3　4

  5　6　7　8　9
12  13  14  15  16  17  18

                   10  11

19  20  21  22  23  24  25
26  27  28  29  30  31 



08

おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 09

おしらせ

09 広 報 か た し な        H20 .09

お 

し 

ら 

せ

10
月
20
日
（
月
）
〜
26
日
（
日
）

は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

「
き
き
ま
す
、
と
ど
け
ま
す
、

　
　
　
　

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
」

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相
談

相
手
と
し
て
、
国
の
仕
事
に
関
す
る
苦

情
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
、
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

片
品
村
を
担
当
し
て
い
る
行
政
相
談

委
員
は
林
聖
子
さ
ん
で
す
。
行
政
相
談

委
員
は
、
行
政
相
談
週
間
行
事
と
し
て

次
の
内
容
で
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

●
日　

時　

10
月
24
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
会　

場　

役
場
指
導
室
〔
２
階
〕

　

こ
の
相
談
所
で
は
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て

○
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談

　

し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

○
苦
情
が
あ
る
。

○
関
係
機
関
に
相
談
し
て
み
た
が
、
相

　

手
の
説
明
や
対
応
に
納
得
が
い
か
な

　

い
。

○
こ
う
し
て
ほ
し
い
。

○
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い
。

　

等
の
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
わ
せ
先

　
　
　

総
務
課
☎（
５
８
）
２
１
１
１

群
馬
弁
護
士
会
が
、
無
料
法
律
相

談
所
を
片
品
村
で
開
設
し
ま
す
。

　

法
の
日
記
念
事
業
と
し
て
、
群
馬
弁

護
士
会
は
、
片
品
村
で
無
料
法
律
相
談

所
を
次
の
内
容
で
開
設
し
ま
す
。

●
日　

時　

10
月
10
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
会　

場　

役
場
指
導
室
〔
２
階
〕

●
相
談
時
間　

一
人
約
30
分

●
申
込
み　

　

10
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
役
場
総
務

課
へ
電
話
で
予
約
し
て
下
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　

　

こ
の
相
談
所
で
は
、
多
額
の
借
金
を

抱
え
て
悩
ん
で
い
る
方
や
、
交
通
事
故

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
な
ど
、
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
方
は
遠
慮
な
く
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
わ
せ
先

　
　
　

総
務
課
☎（
５
８
）
２
１
１
１

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
に
つ
い
て

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
来
る
９
月
８
日
（
月
）
か

ら
同
月
14
日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
を

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間
」

と
し
て
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど

の
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩

み
事
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
専
用
電
話

番
号
は
全
国
共
通

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０
で
す
。

＊
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
か
ら
も
接

続
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で

き
ま
せ
ん
。

●
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

た
だ
し
、
９
月
13
日
・
14
日
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

○
対
応
は
、
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護

委
員
（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）
が

当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
２
６

平
成
20
年
法
人
土
地
基
本
調
査
・

法
人
建
物
調
査
に
御
協
力
を

　

本
年
９
〜
10
月
に
、「
法
人
土
地
基

礎
調
査
及
び
法
人
建
物
調
査
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
法
人
の
土
地

や
建
物
の
所
有
状
況
、
利
用
状
況
を
調

査
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
、
土
地

に
関
す
る
諸
施
策
の
企
画
・
立
案
に
際

し
て
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る

ほ
か
、
学
術
・
研
究
機
関
、
企
業
等
で

も
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
土
地
・
水
対
策
室

　
　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
６
６

10
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料
相
談
会
開
催

皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て
の
関
心
を
高

め
、理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と「
土

地
月
間
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
、
県
・（
社
）
群
馬

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で
は
「
地
価
評

価
等
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ

い
。

●
日　

時

長寿医療制度　保険料の軽減割合を拡大します

○平成２０年度の均等割額が７割軽減されている世帯の方　・・・一律８.５割軽減とします。
○「賦課のもととなる所得金額」が５８万円以下の方　・・・所得割額を一律５割軽減します。

　村では平成16年度から平成20年度までの５ヶ年で、基準年の排出
量から 3.2％ の温室効果ガスを削減することを目標として取り組みを
行っているところですが、 平成19年度の集計結果がまとまりましたの
でお知らせします。 基準年度の排出量に対して 16.9％ の削減をする
ことができ、また前年を 8t - CO  下回る排出量となりました。今年から
京都議定書の第1約束期間（2008 ～2012） が開始されたことから、村
においてもなお一層の温室効果ガス削減に向けた取り組みが義務づ
けられることが予想されます。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
に
、６
月
か
ら
加
入
者
の
方
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
お
送
り
し
ま
す
。

　

年
金
記
録
に「
も
れ
」や「
間
違
い
」が
な
い
か
十
分
に
確
認
し
、必
ず
回
答
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ご
家
族
の
方
な
ど
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が
届
い
た
ら
、過
去
の
職
歴
に
つ
い
て
一
緒
に
記
録
を
た
ど
っ
て
み
る

な
ど
、多
く
の
方
か
ら
回
答
い
た
だ
け
る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
ご
家
族
で
も
お
一
人
お
一
人
に
届
く
時
期
は

異
な
り
ま
す
。）

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
時
間
）月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は「
０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４
」

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」年
金
記
録
の
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 長寿医療制度の保険料のお支払い方法の変更について

①賦課のもととなる所得金額　②所得割率　③所得割額　④均等割額　⑤算出額
ＸＸＸＸＸ　ＸＸＸＸＸ　ＸＸＸＸＸ　ＸＸＸＸＸ　 ＸＸＸＸ

⑥限度超過額　　⑦軽減額　　⑧年保険料額　月数　⑨月割減額　 ⑭保険料額

ＸＸＸＸＸ ＸＸＸＸＸ ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

【拡大】保険料算定の基礎

・⑦軽減額＝④均等割額×  7/10  の方
・①賦課のもととなる所得金額が  58万円以下  の方
　は上記軽減の対象となりますので、ご確認ください。

ＸＸＸＸＸ

　長寿医療制度の保険料について、本年４月より年金からお支払いいただいている方、又は本年10月より年金からお支払
いいただく予定となっている方のうち、以下のいずれかの要件を満たす方は、事前に金融機関の窓口にて保険料の口座振
替の手続きを行っていただいた上、「ご本人控え」をお持ちいただき、役場保健福祉課の窓口へお申し出いただくことにより、
保険料を 口座振替により お支払いいただくことが可能となります。

①国民健康保険の保険料を確実に納付していた方（本人）が口座振替により納付する場合　
②世帯主又は配偶者がいる方（年金収入が１８０万円未満の方）でその口座振替により納付する場合

　お申し出いただく時期により１２月分以降の年金から中止させていただくことになります。ご了承下さい。

●問い合わせ先　保健福祉課　☎（５８）２１１５

後期高齢者医療保険料額決定通知書をご確認ください。

項　　目

2

CO 2

CO 2

CO 2

CO 2

CO 2

年　　度 排　出　量 削　減　率

基準年度

計画年度

目標年度

平成14年度

平成17年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

２，０４０ｔ－

２，１１１ｔ－

１，７０４ｔ－

１，６９６ｔ－

１，９７６ｔ－

－

－３．５％

１６．５％

１６．９％

－

★項目別の排出量 単位：ｔ－CO 2

平成17年度 平成18年度 平成19年度

98 82 82

534 525 494

313 97 104

348 301 362

54 49 54

743 631 579

1 1

7 9 11

12 8

2,111 1,704

11

家庭用機器

電気使用

生活排水

自動車走行

エアコン用代替えフロン

計

ガソリン

液化石油ガス（LPG）

1

灯　油

軽　油

A 重油

燃　

料　

使　

用

1

8

1,696
問合わせ先：農林建設課　☎５８－２１１４

19年度も温室効果ガスの削減が図れました
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おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 09

おしらせ

11 広 報 か た し な        H20 .09

10
月
３
日
（
金
）
10
時
〜
15
時

●
会　

場　

　

前
橋
会
場　

 

前
橋
市
役
所

　

高
崎
会
場　

 
高
崎
市
役
所

　

桐
生
会
場　

 
桐
生
倶
楽
部

　

伊
勢
崎
会
場 

伊
勢
崎
市
役
所

　

太
田
会
場　

 

太
田
市
役
所

　

渋
川
会
場　

 

渋
川
市
役
所
第
二
庁
舎

●
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
庁
土
地
・
水
対
策
室

　
　

☎
０
２
７
（
２
７
６
）
２
３
６
６

　
（
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　

☎
０
２
７
（
２
４
３
）
３
０
７
７

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
出
が

必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売

買
等
届
出
）

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村
を
経
由

し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
し

て
下
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

・
市
街
化
区
域
内　

　

２
、
０
０
０
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区 

　

域
内　

５
、
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　

　

１
０
、　

０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
期
間

　

売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

　

し
て
14
日
以
内

●
届
出
先

　

売
買
し
た
土
地
の
所
在
す
る
市
役　

　

所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
庁
土
地
・
水
対
策
室

　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
６
６

講　
　
　

習

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

　

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
危
険
物

取
扱
者
免
状
の
交
付
、
ま
た
は
保
安
講

習
を
受
け
、
引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
及
び
、
免
状

取
得
者
の
う
ち
平
成
19
年
４
月
１
日
以

降
に
新
た
に
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
に

従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
消
防
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
保
安
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

９
月
８
日
（
月
）
か
ら
18
日
（
木
）

●
受
付
場
所

　

各
消
防
署

●
講
習
日

　

９
月
26
日
（
金
）

●
講
習
場
所

　

利
根
沼
田
文
化
会
館

●
受
講
手
数
料

　

４
，
７
０
０
円
（
群
馬
県
証
紙
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
・
各
消
防
署

　
　
　
　
　

☎（
５
６
）
２
３
０
０

利
根
沼
田
勤
労
者
卓
球
大
会

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
勤
労
者
の
親
睦

と
体
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日　

時　

10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

●
場　

所 　

沼
田
市
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格
及
び
チ
ー
ム
編
成　

大
会

要
項
確
認
の
こ
と

●
参
加
申
込　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
10
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
む
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

●
代
表
者
会
議　

10
月
20
日
（
月
）
午

後
７
時
か
ら
沼
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

沼
田
市
経

済
部
商
工
観
光
課　

工
業
振
興
係

　
　

☎  （
２
３
）
２
１
１
１

　
　

fax
（
２
４
）
５
１
７
９

ス 

ポ 

ー 

ツ

募　
　
　

集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
案
内

●
入
居
可
能
日　
　

１
月
１
日
（
木
）

●
所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家

賃　

募
集
案
内
を
ご
覧
下
さ
い

●
入
居
資
格　

現
在
住
宅
に
困
っ
て
お

り
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
ま
た

は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

※

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い●
申
込
期
間　

10
月
1
日
（
水
）
〜
15
日
（
水
）

●
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
付
期
間　

同
右

●
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵

送●
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
付
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲
町
）、

県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ
先　

県
住
宅
供
給
公
社

期    日     時          間  地   区   会会             場場

  9:00 ～   9:30 須賀川 須賀川住民ｾﾝﾀｰ

    9:40 ～ 10:10 御座入 御座入集会所

 10:20 ～ 10:40 菅沼 菅沼集会所

 10:50 ～ 11:10 築地 築地住民ｾﾝﾀｰ

  11:20 ～ 11:50 下平 下平集会所

2008年   13:10 ～ 13:40 摺淵 上摺淵住民ｾﾝﾀｰ

9月22日（月）  13:50 ～ 14:20 幡谷 幡谷住民民ｾﾝﾀｰ

 14:30 ～ 14:50 鍛冶屋 鍛冶屋集会所

  15:00 ～ 15:15 栃久保 花咲ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ

  15:25 ～ 15:50 登戸 登戸集会所

 16:00 ～ 16:20 山崎 山崎住民ｾﾝﾀｰ

 16:25 ～ 16:40 栗生 栗生集会所

 16:50 ～ 17:00 針山 針山集会所

  8:50 ～  9:15 下小川 下小川集会所

  9:25 ～  9:45 中井 中井集会所

 9:55 ～ 10:15 穴沢 穴沢集会所

  10:25 ～ 10:55 上小川 上小川集会所

   11:10 ～ 11:30 太田 太田住民ｾﾝﾀｰ
2008年   11:35 ～ 11:55 細工屋 細工屋集会所

9月24日（水）   13:10 ～13:20 阿村 阿村集会所

  13:30 ～14:00 上而 上而集会所

14:10 ～ 14:30 中里 中里集会所

 14:40 ～ 15:10 新井 新井公民館

  15:20 ～ 15:50 古仲 古仲集会所

  16:00 ～ 16:20 伊閑町 伊閑町集会所

 16:30 ～ 1650 閑野 閑野集会所

2008年  　9:00 ～ 10:00 戸倉 戸倉ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ

9月26日（金）   8:30 ～ 12:15 鎌田（１～２） 役場保健福祉課

13:00 ～ 17:15 鎌田（３～5） 役場保健福祉課

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
更
新
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先

 　

役
場
保
健
福
祉
課
ま
で

 　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
５

　

★
10
月
１
日
か
ら
被
保
険
者
証
が

更
新
さ
れ
ま
す
。
一
人
一
枚
の
カ
ー

ド
と
な
り
ま
す
。

　

配
布
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
同
様
各
地
区
の
住
民
セ
ン
タ
ー
等

で
交
換
手
続
き
を
し
ま
す
。

　

★
９
月
中
旬
頃
に
日
程
表
を
回
覧

し
ま
す
の
で
ご
確
認
の
う
え
、
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
通
学
や
仕
事
の
都
合
で
住

所
地
離
れ
て
い
る
方
も
、
現
在
お
使

い
の
被
険
者
証
を
お
手
元
に
用
意
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
保
険
税
の
未
納
が
あ
る
方

に
つ
い
て
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
短

期
あ
る
い
は
資
格
者
証
の
発
行
と
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
確

認
の
う
え
、
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
保
会
計
の
健
全
な
運
営
の
た
め

に
、
納
税
と
健
康
維
持
に
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

日　時　平成 20 年９月 23 日（火）

開　演　開場午後３時 40 分　開演午後４時　

　　　　終演午後６時予定

開　場　片品村文化センター

料　金　村民特別価格　前売券（1枚）1,800 円

　　　　　　　　　　　　　　  （2 枚）3,500 円

　　　　　　　　　　　当日券（1枚）3,500 円

　　　　記念品としてＣＤ又はテープのプレゼント　

　1998 年 8月日本クラウンレコー

ドより 「前橋ブルース」 でデビュー。

NHK歌謡コンサート  ・  TBS テレビ

ブロードキャスター  ・  テレビ東京

系サブ ちゃんと 歌仲間等出演の北

川大介が尾瀬の郷親善大使任命とシングル 13 枚目  「 横

浜ルージュ」  発売を記念して片品村でコンサートを開催

します。

チケット申込み
　　　むらづくり観光課　☎０２７８（５８）２１１２

　　　片品村観光協会　　☎０２７８（５８）３２２２

申込み締め切り
         　平成 20 年９月 22 日（金）

問い合わせ
         　片品村観光協会　　☎０２７８（５８）３２２２

尾瀬の郷・親善大使  
北川大介コンサート開催　観覧希望者募集

出　演　北川　大介

平成２０年度「群馬銀行環境財団賞」募集について

募集対象
(1) 環境に配慮した街づくり、里づくりへの実践活動、工夫、

　提案など

(2) 地球環境や生態系を守るための実践活動、研究、提案など

応募資格：群馬県内の、営利を目的とする事業活動を行わな
い法人・団体ならびに個人。

なお、小・中・高等学校および特殊教育諸学校については、

本年度より「教育賞」を創設しましたので、賞の対象から除

きますが、学校関係者の応募は可能です。

応募方法：応募用紙に下記事項を記入し、活動記録（字数自
由）と、写真・雑誌・研究報告等の主な資料を添えて末尾記

載の財団事務局へ提出してください。

①応募の名称（団体名又は個人名）、代表者の氏名（団体・

　法人の場合）

②所在地（個人場合は住所）、電話番号

③テーマ

※応募用紙はホームページから印刷していただくか、左記の
事務局までご連絡ください。なお、応募書類は返却いたしま
せん。
応募期限：平成 20 年 12 月 8日（月）
選考方法及び賞の内容
(1) 平成 21 年 3月に、財団法人群馬銀行環境財団役員会で

　決定いたします。

(2) 助成金　1点 10 万円（7点以内）

〒371-0846 前橋市元総社町１７１－１
財団法人群馬銀行環境財団 事務局
☎　０２７（２５５）６１６０　
ＵＲＬ　http://www.gunginkankyo.jp/

被 保 険 証 交 換 日 程 表
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おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 09

おしらせ

13 広 報 か た し な        H20 .09

　

県
住
宅
供
給
公
社　
　

　
　

☎
０
２
７
（
２
１
０
）
６
６
３
４

　
　

FAX
０
２
７
（
２
２
３
）
９
８
０
８

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

・
受
験
資
格　

　
　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満﹇
男
女
﹈

　

・
受
付
期
間

　
　

９
月
８
日
〜
30
日

　

・
一
次
試
験
日

　
　

11
月
1
日
（
土
）
〜
２
日
（
日
）

●
予
備
自
衛
官
補

　

・
受
験
資
格

　
　
﹇
男
女
﹈〈
一
般
〉
18
歳
以
上
34
歳

　
　

未
満

　

・
受
付
期
間

　
　

７
月
22
日
〜
10
月
10
日

　

・
一
次
試
験
日

　
　

10
月
18
日
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
沼
田
募
集
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
）
４
１
１
１

群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a

試　
　
　

験

平
成
20
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験

●
二
等
陸
・
海
・
空
士
募
集

　

・
受
験
資
格

　
　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
﹇
男
子
﹈

　

・
受
付
期
間

　
　

通
年

　

・
一
次
試
験
日　

　
　

受
付
時
に
通
知

●
看
護
学
生

　

・
受
験
資
格　

　
　

高
卒（
見
込
含
）24
歳
未
満﹇
男
女
﹈

　

・
受
付
期
間　

　
　

９
月
８
日
〜
30
日

　

・
一
次
試
験
日

　
　

10
月
25
日
（
土
）

●
防
衛
大
学
校
生

　

・
受
験
資
格　

　
　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満﹇
男
女
﹈

　

・
受
付
期
間　

　
　

９
月
８
日
〜
30
日

　

・
一
次
試
験
日

　
　

11
月
15
日
（
土
）
〜
16
日
（
日
）

輝輝
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

萩
原
由
治
さ
ん
（
戸
倉
）

　

昨
夏
、
テ
レ
ビ
で
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
（
エ
ン
ジ
ン
付
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
）
の
特
集
を
見
た
萩
原
さ
ん
は
、

思
わ
ず
「
大
空
を
飛
び
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
こ
み
上
げ
た
そ
う
で
す
。

　

出
演
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
金
井
博
美

さ
ん
（
安
中
市
・
無
着
陸
距
離
飛
行
日

本
記
録
保
持
者
）
を
訪
ね
る
と
、
早
速

指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

　

昨
年
９
月
か
ら
安
中
市
通
い
が
始
ま

り
、
一
冬
通
う
と
離
着
陸
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で

大
空
を
飛
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　

モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
操

縦
を
覚
え
て
し
ま
え
ば
何
処
へ
で
も
行

け
そ
う
で
す
が
、
充
分
な
知
識
と
技
術

が
な
い
と
乱
気
流
に
飲
ま
れ
た
り
、
川

な
ど
に
落
ち
て
溺
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

決
し
て
一
人
で
は
飛
ん
で
は
な
ら
な
い

そ
う
で
す
。

　

萩
原
さ
ん
は
、
越
本
河
川
敷
の
一
部

を
所
有
者
の
許
可
を
得
て
使
用
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

環
境
整
備
を
心
が
け
騒
音
に
も
気
を
付

け
な
が
ら
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
飛
行
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
８
月
８
日
、

萩
原
さ
ん
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
金

井
さ
ん
は
無
線
機
で
連
絡
を
取
り
な
が

ら
午
前
午
後
１
回
ず
つ
飛
行
し
、
午
後

は
越
本
か
ら
築
地
を
42
分
間
飛
行
し
ま

し
た
。

　

飛
行
技
術
が
上
達
し
た
ら
モ
ー
タ
ー

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
使
っ
た
観
光
振
興

や
航
空
写
真
の
撮
影
な
ど
で
片
品
村
の

役
に
た
ち
た
い
と
話
し
て
く
れ
た
萩
原

さ
ん
は
現
在
飛
行
仲
間
を
募
集
中
だ
そ

う
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
萩
原
由
治
さ
ん
ま

で
ど
う
ぞ
。

モーターパラグライダ－の
エンジンを背負った萩原由治さん

風を溜めて助走（右は金井さん）

離陸直後上空 100ｍを飛ぶ萩原さん

）平成２０年度　国保税第４期・固定資産税第２期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

国保税  固定資産税 村全体（国保税） 村全体（固定資産税）
（平成 20年　8月 11 日現在）

白
根
・
丸
沼

◎
健
康
増
進
普
及
月
間

　
　
　
　
　
　
（
９
月
１
日
〜
30
日
）

◎
が
ん
征
圧
月
間

　
　
　
　
　
　
（
９
月
１
日
〜
30
日
）

◎
救
急
の
日
（
９
月
９
日
）

　

暑
さ
の
厳
し
い
夏
が
続
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し

ま
し
た
か
？

　

日
常
の
乱
れ
た
生
活
習
慣
の
積
み

重
ね
は
、
高
血
糖
・
高
血
圧
・
高
脂

血
症
・
内
臓
脂
肪
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
原
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
運
動
・
食
事
・
禁

煙
等
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
薬
に
頼

ら
ず
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
の
予
防
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
生
活
や
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
の
12
か
条
で
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

③
食
べ
過
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
ひ
か

　

え
め
に

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
よ
う
に

⑥
食
べ
も
の
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン

　

と
繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と
る

保　

健　

だ　

よ　

り

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
あ
ま

　

り
熱
い
物
は
さ
ま
し
て
か
ら

⑧
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

⑨
カ
ビ
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑩
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑪
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

⑫
体
を
清
潔
に

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
救
急
用

品
を
点
検
・
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

○
体
温
計
・
絆
創
膏
・
消
毒
液
・
包
帯
・

　

ガ
ー
ゼ
・
ハ
サ
ミ
・
綿
棒
等
の
在

　

庫
や
破
損
の
有
無

○
常
備
薬
等
の
使
用
期
限
を
再
確
認

　

し
、
も
っ
た
い
な
い
か
ら
と
い
っ

　

て
古
い
薬
を
使
用
す
る
こ
と
は
避

　

け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
・
病
院
の

電
話
番
号
や
休
診
日
・
診
療
時
間
を

メ
モ
し
て
緊
急
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

宝くじは群馬県内の売り場で
お買い求め下さい

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」　

　

〜
安
心
の
警
察
相
談
＃
９
１
１
０
〜

　

警
察
相
談
電
話
の
「
全
国
統
一
短
縮

ダ
イ
ヤ
ル
」＃
９
１
１
０
（
シ
ャ
ー
プ

き
ゅ
う
い
ち
い
ち
ま
る
）
に
ち
な
み
、

毎
年
９
月
11
日
を
「
警
察
相
談
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
警
察
で
は
、
県
民
に
親
し
ま

れ
信
頼
さ
れ
る
警
察
を
目
指
し
て
「
全

職
員
が
相
談
員
」
と
し
て
相
談
を
受
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
警
察
に
関
す
る
困

り
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
警
察
安
全

相
談
室
又
は
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

１等・・・・１億５千万円×13 本

前後賞・・・各２千５百万円

２等・・・・１千万円×130 本

３等・・・・百万円×1,300 本

発売期間

平成 20 年９月 29 日から 10 月 17 日

抽せん日

平成 20 年 10 月 22 日

　この宝くじの収益金は市町村の明る

い街づくりや環境対策、高齢化対策な

ど地域住民の福祉向上のために使われ

ます。　　　　　（むらづくり観光課）

オータムジャボ宝くじの賞金は、
１等・前後賞合わせて２億円です。

相　
　
　

談




